
通告順位 1 番 氏　名 佐々木　春樹 質問形式： 一問一答

式典等運営について問う

通告順位 2 番 氏　名 石川　敏 質問形式： 一問一答

台風１９号に対する村の対応について問う

　　１．台風の接近に備えて、庁内職員や消防団等はどのような警戒態勢をとったか

　　２．大雨気象情報や河川の増水、道路の冠水、家屋の浸水などの状況を、時系列にどう把握

　　　　したか。そして、住民に対して情報の周知や避難勧告・避難指示の発令は適切に行われた

　　　　のか

　　３．公共土木災害復旧、農林施設災害復旧、及び個人の被害復旧や稲わら処理にかかる村の

　　　　対応策は

　　４．今回の台風への村の対応について事後検証は行ったか。今後も起こりうる自然災害に備え

　　　　て、危機管理対策にどのような方針で臨むのか

　やその後の対応について問う。

　　　　民法の改正により、２０２２年４月１日時点で１８歳以上２０歳未満の方は、その日に成年に

　　　　達することになる。２０２２年度の成人式はどの年代を対象として行うのか。

　　３．現状の形での敬老会をいつまで行えるか考えているのか

　　　　現在は７５歳以上が敬老会参加の対象年齢だが、自治体によって対象年齢は違う。

　　　　見直す考えはあるのか。また、運営方法について検討しているのか。

　　４．様々な式典、大会運営についてのマニュアル的なものはないのか

　　　　最近の村が主催するレクリエーションや式典等で、進行にミスやトラブルが散見される。

　　　　マニュアル化を進めて、トラブル発生のリスクを低減すべきではないか。

　１．件名

　　１０月１２日から１３日にかけて通過した台風１９号は、各地で甚大な被害が発生した。

　　本村においても、道路や河川、農地など多くの箇所で被害が発生したが、台風の接近通過時

　　２．今後の成人式はどのように行っていくのか

令和元年第４回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

　１．件名

　　今後、各種祭事や式典等はどのように行われていくのか。方向性を各項目ごとに確認する。

　　１．村制施行１３０周年記念式典について

　　　　表彰は規定に則り行われたが、参集者についてはどうだったのか。
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令和元年第４回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 3 番 氏　名 赤間　しづ江 質問形式： 一問一答

村民の声を村政に

通告順位 4 番 氏　名 小川　克也 質問形式： 一問一答

スポーツを通じた賑わいづくりについて

　　　　（過去４年で寄せられた年毎の件数、どのような内容だったか、どう取り扱ったか等）

　　２．各行政区ごとの村政懇談会を実施することについて

　　３．住民の自由な意思を発表できる機会を設けることについての考えは

　　　　（子ども、青年、女性など、対象者別の模擬議会、集会等）

　１．件名

　　スポーツの持つ力を最大限に活用し、心豊かに健康で元気な村を村民の皆様と共に目指し

　様々な形で楽しみながら、感動と賑わいのあるスポーツの村となるように取り組むべきである。

　　そこで、村民が利用しやすい環境をさらに充実させるべきだと思うが、村長の見解を問う。

　　１．中学校講堂を体育施設として利用できないか

　　２．小学校野球グラウンドに内野ネットを設置する考えはどうか

　　３．小学校・大森プールの運営について今後どのように考えているか

　　１．あなたの声でまちづくり「村長への手紙」に寄せられた意見・要望にどう対応しているか

　１．件名

　　みんなで創る万葉のまちづくりを進めるため、住民の声を聴く広聴活動の充実は、住民参加の

　大きな推進力となる。広報と広聴双方向での住民との関係づくりにどう取り組むか。
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令和元年第４回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 5 番 氏　名 小川　ひろみ 質問形式： 一問一答

今までの一般質問のその後は

高齢者先進安全自動車購入などに補助を

　　　　何度か質問し、村長は子育て世帯の転入の推移を見極め、受け皿を整備してきた。

　　　　令和元年１０月１日から始まった国の幼児教育・保育の無償化制度により、０～２歳児の待

　　　　機児童の状況や今後の動向をどう捉えているのか。

　２．件名

　　本村において、交通網の整備はなかなか難しいのが現状であり、買物や通院等への移動手段

　として自動車は欠かせない。事故は誰にでも起こり得ることではあるが、事故時の被害軽減を図

　るためにも、高齢者への先進安全自動車購入などに助成をしてはどうか。

　　１．高齢者への先進安全自動車購入補助制度を考えては

　　２．現在使用している車に先進安全装置を後付けする場合にも助成を考えては

　　３．待機児童の対策と現状について

　　これまで一般質問で様々な住民の声を訴えてきた。その中で、質問後も進捗の見えない案件

　質問後に情勢の変わった用件について問う。

　　１．役場庁舎のバリアフリー化を

　　　　平成２９年９月定例会で質問している。村長は「来庁されている方にご不便をかけていること

　　　　も事実で、使いやすい施設ではなく、不十分な点があるものと認識している」と述べ「エレベ

　　　　ーターを設置するためには、あらゆる角度から検討し、設置の可否も慎重に研究していく」

　　　　また「椅子式の自動昇降機の設置も考えていく」とも答弁した。

　　　　その後どのような検討が行われ、エレベーター・昇降機の設置の可否をどう考えているのか。

　　２．村民テニスコートについて

　　　　平成３０年６月に質問しているほか、先輩議員も質している。教育長は「中学生の利用に配

　　　　慮し検討」「候補地を三ヶ所検討中」と答弁している。その後の進捗は。

　１．件名
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令和元年第４回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 6 番 氏　名 佐藤　貢 質問形式： 一問一答

豪雨災害に備え、防災の強化を

高齢者世帯への生活支援の取り組みは

　地内の除雪、地区の奉仕作業など）に今後どのように生活支援策を講じていくのか。

　　今後、短い期間で予想される激甚災害、水害リスクが高まる中、防災意識を高め、減災・防災

　を再確認することが急務である。

　　１．村内には令和元年１０月１日時点で６７ヶ所が土砂災害警戒区域等に指定の告示を受けて

　　２．平成３０年７月の西日本豪雨を受け、村内２０ヶ所のため池について点検を実施したが、台

　　　　風１９号の被害はなかったのか

　　３．被害を受けた農地・河川・道路の復旧工事はどのような施工方法で復旧していくのか

　　　　いるが、被害状況は

　　４．いま現在の復旧の進捗状況は

　２．件名

　　高齢者人口調査の結果、本村における高齢化率は２８．５％でまだ低い位置にはあるが、近い

　将来、高齢者が増え続けることは確実である。

　　その中でも老人のみの世帯、一人暮らしの老人世帯の生活相談（例えば生活ごみの運搬、敷

　甚大な被害をもたらした。

　１．件名

　　大型で非常に強い台風１９号は、その豪雨によって丸森町・大郷町をはじめ、県内広範囲に
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